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5. l． 韓国・アジアとの次世代インターネットに関する研究

第5章 イベント・プロジェクト等

5.1 韓国・アジアとの次世代インターネットに関する研究

岡村耕＝ （九州大学情報基盤センター， Email:oka@cc. kyushu-u. ac. jp) 

5.1.1 日韓拠点事業

九州大学情報基盤センターは、 2003年度より日本学術振興会が支援する拠点大学交流のうち、イ

ンターネット分野で韓国韓国科学財団 (KOSEF)と実施している「次机代インターネット技術のため

の研究開発と実証実験」の日本側の拠点大学として、同じ韓国側の拠点大学である忠南大学ととも

に、本プロジェクトの拠点として、日韓の次世代インターネット技術に関する研究開発を進めてい

ます。このプロジェクトに参加している大学、研究機関は九州大学、忠南大学が拠点大学と呼ばれる

のに対して協力大学と呼ばれます。日本側の協力大学としては、早稲田大学、九州産業大学、長崎大

学、大分大学、佐賀大学、宮崎大学、京都大学、国立情報学研究所、東京大学、大阪大学、慶応大

学、九州工業大学、広島大学、広島市立大学、情報通信研究機構，筑紫女学固大学，北海道大学，九

州情報大学，長崎総合科学大学が参加しており、韓国側の協力大学としては、韓国科学技術大学校、

ソウル大学校、高廊大学校、漢陽大学校、慶北大学校、慶熙大学校、全南大学校、韓国情報通信大学

校、光州科学技術院、成均館大学校、梨花女子大学校、建国大学校、清州大学校、国立癌センター、

韓国科学技術研究院、忠北大学校、順天郷大学校、慶南大学校、韓国先端網協会、釜慶大学校、釜山

大学校、全北大学校、世宗大学校、慶尚大学校が参加しています。このように、本プロジェクトは日

韓の主要な大学は全て参加しており、次世代インターネットの研究開発を推進しています。

本プロジェクトには現在以下に示す 7つのテーマがあります。このプロジェクトのメインテーマ

は、次世代インターネット技術ですが、この次恨代インターネットを用いた応用分野のテーマもた

くさん盛り込んで、関係する研究者を広く取り込めるようにしています。

1.次世代インターネット基盤技術の研究開発

2.インターネットにおける情報セキュリティ技術の研究開発

3.インターネットを介した仮想現実空間構築技術の研究開発

4.デジタルライブラリのための次世代インターネット基盤技術の研究開発

5.グリッドの基盤技術及びアプリケーションに関する研究

6.高度マルチメデイアデータ通信の研究開発と e-Learning・遠隔教育への応用

7.次世代インターネットを用いた遠隔医療の開発と臨床応用

現在は、 3年目ということもあり、それぞれの研究テーマでは韓国の研究者とともに順調に研究が

進められています。
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5.1.2 日韓高速インターネット

さて、九州大学が日韓拠点事業の拠点となっているのは、地理的に韓国に最も近い大学であるとい

うこともありますが、拠点プロジェクトが始まる前に日韓を高速に接続するインターネットの構築

への貢献というのもあげることができます。この韓国とのインターネットに関する研究交流は、九

経連が音頭をとって開始された KJCNという日韓光ファイバ（図5.1)敷設の計画が契機になり始まり

ました。

図5.1:KJCN (Korea Japan Cable Network) 

日韓光ファイバは、福岡県と釜山を無中継で接続するもので、間でアンプをメンテする必要がな

いので、比較的安価な運用が可能です。そのため提供価格も安い、ユーザである我々から見れば国際

回線を安価で利用できることが期待できます。これは福岡と韓国の距離の近さを典型的に示してい

る例だと思います。それで、 2001年春にこの日韓光ファイバを研究ネットワークとして利用しない

かという九州電力の方のありがたいお言葉から 2年に及ぶ茨の道が始まったのでした。それで、こ

の茨の道の話はまた今度の機会、もしくは別の方にお任せるとして、 2003年 1月（正式には 4月）か

ら日緯の研究ネットワークのインフラとしてこの日韓光ファイバを利用することが可能になりまし

た。帯域はギガビットでまさに次世代インターネットのインフラが日韓の間にもできあがりました。

この日韓の研究用のインターネットは色々な呼ばれ方があるのですが、本稿では「玄海インターネッ

ト」と呼ぶことにします。説明するまでもないと思いますが、玄海灘を通るインターネットというわ

けです。ちなみに、玄海に相当する英語はなく、韓国語ではHyunhae（ヒョネ）といいます。よって、

この玄海インターネットを面倒をみるプロジェクトとして、玄海プロジェクトというのを非公式に

作っていますが -、'--れはその俊Genkai/HyunhaeProjectになりました。

さて、日韓光ファイバを研究ネットワークとして利用する、つまり、玄海インターネットを実現す

るために必要なものはたくさんありますが、その中で何が一番重要かというと、それは当然予算で

す。その予算をなんらかの方法で獲得する必要があったのですが、結局、日本、韓国の政府から頂く

という方針でそれを実現しました。その過程において、「日韓にギガビット級のインターネットがあ

れば何ができるか」についてが最も重要なテーマで、それについて日韓の研究者の間で議論が続けら

れました。ある程度まとまったら、それを日韓の両政府に持っていって説明するというのを繰り返す

のです。その議論は先にも書いた通り約 2年間続いたわけですが、結局、これが現在の日韓のネット

ワーク研究者交流の基盤となりました。ところで、福岡空港から韓国の仁川空港への飛行時間は 50
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5. l. 韓国・アジアとの次世代インターネットに関する研究

分で、羽田空港よりも近いのです。また、インターネットで、九大からソウル大学までpingコマンド

によるパケットの往復時間は 20ミリ秒未満なのに対して、東京大学までは 20m秒以上かかります。

いままであまり気がつかなかったのですが、こういう客観的な数字をみてもその近さを感じます。

拠点大学の話は急にやってきました。玄海インターネットが稼働をはじめた2003年1月の終りに

早稲田大学の後藤茂樹先生から九州大学でインターネット分野の拠点大学になれないか電子メール

が来たのでした。しかし、学振が日韓でインターネットに関する拠点大学交流を始めようとしたきっ

かけは、学振が我々の日韓の深いインターネットに関する交流を知っていたからではなく、学振の拠

点大学交流プロジェクトでインターネットに関するものがないということからでした。いずれにし

てもこれはいい話でしたので、できる限り努力しますというお返事をして、玄海インターネットの

茨の道がやっと終ったすぐあとにまた茨の道がはじまりました。もっとも、後藤先生が九州大学に

これを依頼されたのは玄海インターネットの実現に深く関わっていたというのを評価されてという

ことだそうで、まさに茨の道がまた茨の道を呼んだことになったのでした。

5.1.3 実証実験の紹介

本拠点プロジェクトでは遠隔講義、日韓民間テレビ局 (TNC,PBC)の生放送コンテンツの共有実験

をはじめ、すでにいくつかの実用的な実証実験を行なっていますが、ここでは 2005年5月 14日に

韓国で開催された、韓国医学会全国大会でのデモンストレーションを紹介したいと思います。韓国

医学会全国大会は、日本のそれを同じく、何年かに 1度開催される、医学会を代表する非常に大き

な重要なイベントの一つです。この全国大会中に、会場のホテルと、ソウル大学病院、梨花大学病

院、九州大学病院を超高速インターネットで接続し、韓国国内外の医師によるパネルデイスカッショ

ンのようなものが行なわれました。この時には画像としては無圧縮の DV(Digital Video，デジタルビ

デオ）が用いられ、低遅延で本当に高品質な映像が用いられました。また、ソウル大学病院から会場

のホテルに HDV(High Definition Video，超高解像度映像）を用いた、手術映像の通信のデモも行なわ

れました。

この韓国医学会全国大会でのデモは結局、大成功に終り、韓国KBS （日本のNHKに相当）でも、

大々的に取り上げられ放映されました。図5.2にKBSテレビで放映された様子を示しますが、 4地

点を結んだパネルの様子で九州大学大学病院の清水先生も見えます。なお、テレビのアナウンサー

なお、テレビのアナウンサーのコメントの内容を要約すると、次のようになります。

「外国にいる有名医者の助言を聞きながら実際の手術を国で受けるのが可能で

しょうか？夢だけで思われたこんな遠隔手術の道が遂に開かれました。執刀医

と国内医療陣、日本九州大学病院医療陣までリアルタイムで繋がれて手術画面

を見ながら熱っぼい討論をすることができることは超高速インターネットが送

る高画質立体画面のおかげです。 この技術を利用すれば国内医療陣が海外有数

の医療陣と自問を取り交わす遠隔手術ができるようになるはずです。」

さて、この実証実験では、 4地点の DV通信をまとめる処理などは、九州大学情報基盤センターで

行なわれていました。また、本プロジェクトテーマの一つである「次世代インターネットを用いた遠

隔医療の開発と臨床応用」は、月に 1回以上のペースで遠隔医療教育を日韓で開催しています。もち

ろん、技術的には、次世代インターネット基盤技術に取り組んでいる先生が協力しています。このよ

うな実績にいる技術の積み重ねと体制が整っているからこそ、このような一般の人にも認めてもら

える大規模なデモを成功させることができました。いずれにしても、このような日韓での実証実験

が行なえるようになっていることは、本プロジェクトが順調に進行していることを証明していると

思います。
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図5.2:KBSテレビでの放映の様子

5.1.4 アジアヘの展開•おわりに

拠点大学プロジェクトのテーマの一つである「次世代インターネットを用いた遠隔医療の開発と

臨床応用」は、非常に活動的であり、九州大学の P&P資金の支援の元、日韓の研究活動をアジアに

展開しています。情報基盤センターもこの「超高速インターネットを利用したアジアにおける医療

ネットワーク拠点の形成」というテーマに加わっており、ネットワーク技術支援で協力しています。

現在すでに中国北京の清華大学、上海の交通大学病院、タイマヒドン大学病院との遠隔医療実験を

行なっており、今後はシンガポール、台湾やオーストラリアにも展開してゆく予定です。

九州大学は大学病院の遠隔医療の活動を中心にして、韓国とはじめとするアジア各国との次世代

インターネットを利用した実証実験を行なってきていますが、他国・組織との違いは、例えば、韓国

のソウル大学大学病院が実験をする時、ソウル大学のキャンパスネットワークではなく、それとは別

の研究・開発ネットワークが用いられています。それは、そちらの方が高品質なネットワークの利用

が容易だからです。それに対して、九州大学では、情報基盤センターが運用・管理をしているギガ

ビット級キャンパスネットワークを用いています。これは、情報基盤センターと病院キャンパスの間

の距離の問題もありますが、情報基盤センターが導入し、大学に提供しているネットワークをあえ

て使用することにより実用化のための多くの問題を実証実験を通じて解決できるという意味があり

ます。実際、日韓の実験が始まった頃、多くの問題がありましたが、最近ではそのような問題の解決

方法も見つけ、専用の研究用ネットワークを用いているのと同等な品質で実験をすることが可能に

なっています。この実証実験で得た技術、知識、ノウハウは、新キャンパスでのネットワーク構築に

も活かされています。このように情報基盤センターでは、日韓・アジアとの次世代インターネットに

関する研究を進めながらそこで得たものを大学のネットワーク運用にもフィードバックしています。
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5.2． 国際会議SCにおける研究展示

5.2 国際会議SC2004における研究展示

SCは，毎年米国で行われている計算機とネッ トワーク技術に関する国際会議であり，特に近年は出

席者数が5000,...._7000人と，この分野としては非常に規模が大きく，最新技術の情報交換を行う貴重

な場となっている．扱われるトピックは多岐にわたるが，最も重点がおかれているのは，大規模科学

技術計算のための高性能計算機に関する話題である．会期中の主な行事は研究発表と企業や研究機

関による Exhibit（展示）であり，他に計算機の最新技術に関する講習（チュートリアル）やパネルディ

スカッション，招待講演等も行われる．

2004年の SC04は 11月に米国ピッツバーグ市で開催された．本センターからも，会場の展示ブー

スを借りて研究活動に関する展示を行い，世界の企業や研究機関からの参加者と情報を交換した．研

究展示は以下の 5つのテーマで行った．

• Shaping the Future with Computational Scientists in Japan 

• Grid enabled RISM-FMO coupled simulations on large scale bio-molecules 

• Showing bandwidth to CJK 

• Preemptive Job Scheduler for Emergency Jobs on Grid 

• Web Mining Activities in Kyushu University 

なお今回の展示は， EHPC(EmbeddedHigh Performance Computing)プロジェクト（代表：村上和彰九

州大学情報基盤センター長）との共同展示である．
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5.2.1 Shaping the Future with Computational Scientists in Japan 

Shaping the Future with 
Computational Scientists in 
Japan 

Computing and Communications Center, Kyushu University 

Our Mission 

The Co999/99lli99g 099d Co9999999ヽ999Cn/io99Sr、9991cro/ kyus/'“ 
(＇9999,Crsuv oircrs its Iorgc oonlputation enpabilit, to 

computntionaI scicnttSはinall 9CadcmiC 99lst919919091S 99t Japan 

To lhis cud. we put our efforts t咤c9hcrto design the most 

useful and,diablcじ0mpuicrs)sternsヽ iththe l.i,~t lmrdwarc, 
to provide usmヽviththe 1110,1 friendly soft、ヽllreCil viro19Inし•911.
199 In9911IIaI91 1hc systcms to thClrに 1of lhc pc,fonnancc 24 

hout> n day. and lo keep up with theじver-groヽvi918COInpu9Cr 

心 hnology

Our Machines 

IVe on、Crnvo iargc computcr S)＇stems: a 心nlor-por/91/,：I

compulヽ・r叩 IC999拿anda mior•pnr99/1cl supmrcomp[9/9•r .,.,'s/cm 

Scalar-Parallel Compute~ IBM eServer p5 595 

IV91h 8rmt expectatIOns. wc arC 91099 ,ヽn,tmgfor the sh,pmcnt 

ofscヽ'C91心ISofulM‘s ln9CSI senl09•pamllel scrvcr. cScn•cr p5 
595. 

The m凶1po‘‘crthl,lodc、villeonsig or a POWER5 
processor, and 512GB mctnO')'. This、viiihelp thoso usc,s 
ヽヽhowont to pum,c the best pc『fomlan匹 of their l,,rgc如 Ilc

0区oMPprograms. The second cln認 nod心 、ヽillhave 64 
proces匹 9ゞund256013 memory for sen ing those 1nogn,ms 

I加いが~my..(19IM岬已 'A)| "hich arc smaller bnl domiount m 叫 mbcr.They紅cnlso 

CXImeta lo oncr a plaIfonn for hybrid四mllclpmg9ams in 
OrnMP and MPI Thc smallc.SI naIc will be cquipp叫ヽ.-,th

32 proccsso,s,u,d 128GB fort⇔ting use. 

1his 99CW Sct ofm99Crful SC9hr-p99nllcl scrvcrS、ヽillndd n 
99Cヽヽぐ9tlli99gcdgcfor I.ulurc compulu1ionulぬienccstudio 

・ 応，-·~比ゃ叫KI 心亭•r 叩畑•a叫械90…1,u- ・、
Iヽ吋 9X05

Vector-Parallel Supercomputer: Fujitsu 

VPP5000/64 

阿 ilsuvPl)5uoo“isa distribulcd-mcmon mulllproc心sor
cons≫1;ng o「“pmccs,mgclements (PE,). E,,ch PE has 8-

16 Gn ntuin,19C9110n and is e:9pablc of 9.6 1lilli(）91 11(9aIin8-

pom1 0匹 『ations pC『 s,cond (m other ≫,0血 its pcnk 

pclfomrnncc ;, 9.6 GFLOPSJ. Th逗 PEs999C CO9199心 1edvin s 
h;gh-st>ecd crossbar ;ntc,cnnncct;on netヽヽ 0『k

This kiIld of vcctor-panllcl supC『compuIClSan still the 
,＂~〉切ぐ amay,、fFッum［上9，1 . most lm‘‘crlul tool for r$caml9Ĉ "9 CC巾 ;nfield, such n、
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of compurnrional 心i899/9SI.rnnd cnmpヽヽIer，'iC油9fisI.'9ヽorkmg

togcthcc. The unique eollnbomtlon of these two types of 

ex匹 『ISIS the kcy lo our cut19ng cd8c to ass9SI OUr心crSIO 

wve out the futuce 

＼＇C真,m,r..1-"''a釦1"’laor"心 1.am四d'＂＂＇Kヽ9’'`漬9尺9Un王999999f9● 
ぃ 文9応nmt中』町いたで0,.“＂叫 9如9口9ka}，,:・:・

~~f;:{,l c-’"＂心 c-..巴 mnComr,KF血 9"`’‘tmy
ぃい919,杯”'．,9l嶋 F山とに99Cぷ,., I 
JAP,¥N 
, http: II—· kyu•hu-U心·lp/indox-..h- | 

5.2.2 Grid enabled RISM-FMO coupled simulations on large scale bio-molecules 

IGridenabIedRISM-FMO 
coupled simulations on large 
scale bio-molecules 

Computing and Communications Center, Kyushu Unive「sity

Grid Enabling of the GAMESS FMO  prog. 

〇心…叫”..い四"●o.,... I tn thts study、FMOmethod IS 1mphmcntcd nnd modtticd to 

Z二・云云疇： cnrrv 0111 large sc,tc bio-molcculcr simutntions on distributed 

幸臣喜Il言：且r:1言：：旦：；：三言゚ e:
筆=:.-:;:＝-戸--

伽 ,stcLUsing the NAREGI ヽヽ 01,Jlowtool, FMO ヽヽ01ktlow

can be subm,血dto the NA REG I wo,kllow engine 

Demonstrate the perlonnance of Grid FMO  

To dcmonnmte Ihc pcrfonnance of (ind l,M(）． ‘‘・c scicctcd a 

Serum albumin. consisted of t8242 atoms. and 578 residues. 

Scrum ntbumin plnv an important rnlc as the c,rricr protein 

of the fatty ncid. Each p『otcinmolecule can curry匹vcnfo11y 

acid molcculea. Fatty 11c1d、ヽIthoutb99Id thc albu911919 9 S ’‘aICI•一

insoluble und shims'"" loヽicit)if they ore in your bl0<1d 

llmvcve1. it is i11te1esling to note thnl they bind in d~p 
crevices i11 scrum ulbumin. b11riing their cartxm-,ich tails 

紐 fcty11way from the surroundingヽ証ヽICr.

pm99in o99199'"'’) 99cid 

NII”'d ←→_..,_ --
与=

＝玉と三i■i

Mediator-based RISM-FMO coupled Simulations 

r,l f + 9-r--“NAREO』Oriわ

-=＝＝弓濤-

亡生道
疇

II i, increasingly imporlanl to analyze multi-,切 lc and 

intcrdisciplinur, problems in Nano-tm<l Bio-t,-.olmologv. in 

Iヽuehcontplex phyS9Cal plICllonlC91a iII d直CI'C911smllal and 
lcmpoml seules 99re inlじ,-rch1Iじd.Inじnbrt10 provid9t必 luli099

199 199C心 problcms.‘‘C、ヽouldhkc t99 Cxplain a,9C9v gnd 
91liddicヽヽ arcin tlJC form of mediators thnl ullowx vunnus kinds 

ofscient911c simulntio"s to be OO9lpl叫 ellkientlyom  ()rids 

A19 C泣 919plcs~'lario is 3 RISM-FMO coup1a simula11099 
using，血fatorfor slrnelm and func11011ali1y,malysls of 

Nnno-scnle molecules immerぬdm solヽ'enl.RJSM snnulntion 

compmcs so l ヽ• cnl <listnbutlon. 1ヽhichis coupled with FMO 

‘’Inulul9091 1hal叫 cululcsclむ IronICSIniCII9rc of Ihc辺 Jule

molecules. 
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I lvdmtc strnctu『cof Lyぬ,ymc四 lcul,,tcdfrom molccuh" 

dynum;cs,;mu1"hon. One of lhc ncOvc Slrnctures for pmton 

donor is choscll and thcrc a peptidogl,ean cxisls as thc 

snbstrntc bmdmg to, clcnvngc m LysoZ)TI"-u,;ng RISM・

FMO coupled simulatiolt． ヽヽccnlcolntc whole clcctron;c 
structum of Lymzyme m solvcnt di9tnbutIOl9 999 3 ぬlf・

con,;stcnt manner. We show la『gevanation or clcCI『Onic

structure m pcpt;doglyc:m :.cconlmg to the pos;i;on of pmton 

tmnslbr fr0999 8luta999atc ucid 35 10 8l)cosid9C oxygcn of 

pcpt;doglycnn 

Thank you for your attention. 
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5. 2. 国際会議SCにおける研究展示

5.2.3 Showing bandwidth to CJK 

Showing bandwidth to CJK 
(China, Japan, Korea) 

The Bandwidth Chaiヽengeand Demonstration 

Computing and Communications Center, Kyushu University 

Abstract 

We huve <Stublishrd high畑ndwidthlntcm,t umong 
切 no,Japon Kot℃● ●nd are deveIoping IIIe ad9’●IICa 
application, u,lng this advanced lnt,mff. In this,bowing. 
we will ill"衣 luceour activities usiug this Internet●IIIOIIg 
thm 3 Asian countrirs using practk, uppllcutluns such,., 

叫ヽ 991lCdlIIultimedin SIImlni』Ig toob i.ぐ.HD o,.., 
MPEG2. And、ヽ9wilI sh’’‘‘. oor lnto•net's lmndwidth 
usit9g 999easulTIncnI IOOk nnd 、•isunliz9(I nl9●sur,m,nt 

durn. Flnully we will try・ to g•t high bond wklth among 
Ch血 ，J9II999n,999d知 9で99.Gating,9909で 19lnnlOOM如
C999tt d >rough 3 countlc, is'""I)'Intぐresdtlgfrom nt●ny 
vims, Inter』tet opcr●tions, Tr•fnc En邸応ring ,md 
PoUllrol issu心 W• will display the rmnt history of our 
Intern1•t, ),ow w, get high bundwi~th lnt,met among our 
rountl'le<. CJK. 
I 

The Advanced Internet of CJK 

Jnp•n - Kom 
2Gbp, 
,inc, April 2003 

Kom - Chin• 
310Mbpo 
sineぐAugùt200

Networl< Topology 
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5.2.4 Preemptive Job Scheduler for Emergency Jobs on Grid 

Preemptive Job Scheduler 
for Emergency Jobs on Grid 

Yusaku UMEZU, Hirofumi AMANO, Takeshi NANRI, 

Mutsumi AOYAGI (Kyushu University) 

Preemptive Job Scheduling 
I 
¥Ve arc dcvclop;ng " prccmpl;vc job sch叫ulcrwhich図 nserve 
JOhsl19tving dIIT匹 191prIOf919CScnicicnIly on Grid 

• Schcdulin8 0bjeeIivc 

-To maximiZC Ihe IItilizaIion ofrc匹9Irec9

-To serve high-priority (c,ncrgcncy) jobs ;mmcdfolely 

• SchcduJ;ng nrch;1心 lure

-Select one low-pr;o,;1y」obnccord;ng to a pohcy 

-A切rllhCJob nnd rc-cヽ心uIciI l99[cr 

Sample System 

Sample System MO-SRV 

MO-SRV is a syslcm to culculalc ihc molc-.:ulur proJ,crtics and,,,suuhic 

it Curn:ntly. a client can request jobs to this system and receive the 
rc9ulIs on如 rumd.MO,SRV is dcSJgnc-tl lo crc.tc computnlion jobs 
automatically for filling up the molecular d,tabftse and to ass咄

"0•SRV`”しm ―• I indwidualjobs 10 9dlc rcsoure⇔ on Grid TherefolC ＼ヽllennn on・dcmnnd 
→-- •一 ・ jobnrrivcs. the sじhcdulerneeds n policy lo select o job to abort the 
―ヽ~ I exccutwn 

---.==—--
o. . ,心•"dmqumt I-•-
l .. 
＇`b叫I“"'"ヽI● m̀d9
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Proposed Policies 

We hm  1he following 1h,cc I)0licieSlo剥 eeln job 10 he nbor1cd 

^ • .bp :3.ot 4 I Shonest.clap況dpollC) 

o'I' 
2. SmullesI Prog函• lllliOpoliい（cl11ps叫 timd 心lim:,1c<l1imo） 

u0.、::::出
3. Shoncs1-cs1ima1ed policy 

●99p 9 ̀“t, 99 、The lcll diagrnm describes lwo cxnmplc jobs. In PoliじyLA lS 
1.  9 ” 心ICC1cdbee.＇(ISCA stancd runni9ig more r心cntlyln Policy2. B 
一，＂” i心 lC'CIed応 uscIJ has 1hc smullcr ratio of progrrn. Uudcr 

Policy), A is必lcc1edbecause A has the shoner cS!imated 11me 
Vi,i sinu,lllllon, we nrc now crnlunlmg the pohcics 

Simulation Result and Discussion □--？ご‘ ~,[［,i:n:：：1竺三：］：：；ば，心＇い，竺' 099 9ehane ぬ us10 旦／］］［三巳，‘,：：三':~)三‘‘"l:［三:ICi,；らご',!；「；！こ二：［：：［ロ；n0；cp;cru:：；:／s::18；,KoC。しCa；芦内書ピ、Tou¥
［口目 戸［；：i巴三゜臼［三三三＇、：三〗［三8
F平’沖心9勺"“dimo Fig.3 sho" • !he compari,on of Policy! ond Policy2 wilh the 
や•…”y注 ・ iro碑心k』匁 皿 ccrtnincstinrnled time. We found 1hn1 in !his cnsc. Pol;cyl 
＂匹•"yor……,d l… 叫 ,o, I pcrfonns bc11cr than Policy2. ヽヽhichuses図 imalcdlime. 
Customizing OpenPBS 

Thro暉hthe moro lhorou卸simullltions,!he best policy ¥¥ill be 
,mplcmcnled as a customized schcdnlcr for 01,cn PRS、
We hnvc newly oddcd !he following function, 10 0区l(Pl)S
・恥 lctinga runniog lnw-pr;ority job●utomatically al the lime 

nn emergency job arriヽ9Cat U9C scm’cr. 
• Ob1nin 1heestimnted lime nod elnpsed time of1he running jobs 
叫 omati叫 ly

九州大学
,.9硲'""'"'よ出止， 戸主三―□
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第5章 イベント ・プロジェク ト等

5.2.5 Web Mining Activities in Kyushu University 

Web Mining Activities 
in Kyushu University 

電

Our Goal 

Our Approach 

● l)9SC(Wery 

● Coltectt9999 

‘‘ 

Compu廿ngand Communications Center, 

Graduate School of Information Science and Electrical Engineering, 
Kyushu University 

I ---' 
- - - | 
9 - - - , こーー一 ，
—---l 

I loge nmoonls of infonnotion in various fonnois 

nrc avmlablc on the weh ¥Vc arc e99nsImcting :9n 

i99lbrmaIion intcgl.991IOn sysIcm uIili499lg ¥Vcb pago 

OIl Spc-eihc lopics. in ordcr to l.calize St1eh au 

informaIIO91 9nIC8raIion sy51em. we n心 d10 reali,e 
恥 followingsul,i,,sksc (1) di虹 99Very,9「speciIic

topic如じomcntfmm 1hc,、ch,(2) coll,℃Iiol9 0f 
叩如1ictopic d匹 99999C9919.(3） Ot9‘99CIi09l uscful 

mco団 parts. and (4) infor999999ion i99tぐにr999ion

into n knowledge I"幻

Discovery 

We rcsc1>rchcd two problems. 0.1c is page 

(liscovcry f(O911 Web sPaec. R9ld tllC other is 

d心 91191C9IISIr99C1199C disc91very from collccI叫四gc,.

We devcio1叫 919linIt• IIi黙’II IOpic cr9199•Icr for thじ
first problem. and common pattern discoヽ•CI•y

ulgm•iIh•IIs for lllC止CO99d

奄：
Collection 

We de>clo1)C<l a I9)PIc ke)Wonis sclI`•lean)))l8 
craヽVliIIg:,lgonthn1 Und iIllplじmcntit n> our topic 

craヽ lcr.Thc cra9Vlcr can collect topk. spceil1c IVcb 

F’8cヽciTeeti9cly

●Contents Ex1mction 

—- → い］—＝- Extraction 璽←い• 9 □i e::：lC19::？'↑：119::：!lutcUSl:：;111e!?、Itucp:［悶悶
五抒ユ lll :f~e]］:：99:erl：巴!.':}竺、::`:：le:？:;;1:：

Our Applications 

u1pul: Keyヽヽ ordsof Web Syllabi 

Ou1put : XML Syllobus File 

ー 74-

Information Integration .:....・ • 

We stndy informntion intcgrtttion system. The 

systcm i111cgmte somc scries of¥vch doc91111C111ふ

wヽiIIC11in hctcro8C91cous fom1911, buI S1111c topic 

l111egratcddntn nrc descr1恥din XML fom1nt 

WebDB Integration 

¥Ve dc vc lop 以ー，ヽ99•a utomntIC WeI9]）8 

"'’cgmm099 S)＇ston such as meL1•SCarch C99gme 
kcy 1ccimol9)8icS 999C F’C9999CItーrn99999C 999999 1)19C 
spcci11じationfrom form I"'''in HTMi、、 Iile、

図mmetermatching degree estitruttion in 

hckrogcncous Wcbl)l3 " "~· Wじalsodmlop
WebDB site c,tegorization into a cot唸0mrec

Web Syllabi Integration 

We develop Vヽ<bsyllabi lnreg,・ntlon'l''""' 
for 9999 C-LcanImg,tpp1ication usiIIg our 

9Cchniqucs. Thc crawicr coIICC19 ¥Veb syllubi, 

und st09じsthen¥ ;,,,o LinkDB. L;11WBじnn

works心 a、,obproxy. Then. the field extractor 
ewrncis rccords l;0111,erto oÌ‘‘eb p998cs. Thc 

ぶ tr,olo,applies tcmplalc discoヽ•cry algor;thm 

to sepnrntc n・conl nnd template. and then 
decides /abgl or do90 1iinaIly, thc schema 

nnlcImr inlC8mlC O Scrics ol̀ ＼Vebい'11abilnc$ 
inl0 9199 XMI, 1ile. We chose NI.41) .m•IInb99S 
.Ii1il,．sclば"'"for integrated XMI. r.lc s,hcma. 

COO叩99""’•IOni999m口｀”‘`Co賣99 ,Kpd山'99̀‘‘̀"）＇
e心""""'込il不“凪t迅w*“'2ぷ匁9,lA'心く
b 99p”"0•9C,＂mhu-Uぶ·炉
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5.3海外出張記録

」翌）

め
合せのため

5.3 海外出張記録

一オーストラリアアメリカ

ア
一トフリア

からの超高速データマイニングの研究に関する資ご言屑：

日
7/26~7/29 
11/6~11/15 
8/16~8/18 
11/5~11/14 
11/5~11/14 
11/24~ 11 /28 
12/14~12/17 
2/12~2/16 
2/24~3/4 
4/15~4/17 
8/20~8/22 
9/17~9/18 
10/14~10/17 
11/6~11/14 
11/24~11/28 
12/1~12/4 
1/15~1/17 
1/15~1/17 
1/23~1/29 
3/11~3/13 
3/27~3/30 
3/15~3/20 
5/13~5/18 
7/1~7/8 
8/20~8/22 
10/14~10/17 
11/6~11/14 
11/24~11/28 
1/23~1/30 
3/11~3/13 
8/16~8/19 
10/17~10/21 
10/1~10/10 
10/17~10/21 
11/24~11/27 
12/3~12/9 
8/16~8/19 
10/25~10/27 
11/5~11/15 
11/24~11/27 
11/24~11/27 
1/16~1/20 
3/13~3/16 
10/1~10/10 
10/17~10/20 
11/24~11/28 
12/3~12/9 
11/24~11/28 
2/12~2/16 
2/24~3/1 
3/13~3/17 
1/2~1/7 

on Architectureにおいて研究発表
究打合せ
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